
資料１

本市の財政状況について

１ 地方財政計画と秋田市一般会計の規模の推移

本市の財政状況は、上記のグラフが示すとおり平成16年度以降減少する傾向になって

いる。これは、地方公共団体全体の規模を示す地方財政計画の減少と同一の動きとなっ

ており、今後もこの傾向が続くものと考えられる。

２ 本市歳出の内訳

本市の歳出を性質別に区分すると、国の制度改革の影響を受けて社会保障費が年々増

加しており、これまでは、経費全般の節減、特に投資的経費（施設建設など）の削減等

で対応してきたところであり、投資的経費は既にピーク時の約半分になっている。バス

関連補助金は例外的に予算額が増加してきたが、上記の状況を踏まえ、今後はできる限

り予算額の増加を抑制することが求められる。

バスに対する補助金と投資的経費と社会保障費（扶助費）の推移
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％ 社会保障費(扶助費)

投資的経費

バス関連補助金

※平成14年度数値を100とした場合の割合である。

社会保障費が年々増加する中で投資的経費は14年度と
比べて約半分になっている。
しかし バ 関連補助金は約 割増とな て る

地方財政計画と秋田市一般会計の規模の推移
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